
構
潅
を
記
し
て
、
そ
れ
ミ
構
癒
の
似
れ
り
ぐ
」
云
ふ
朝
鮮
の
三
角
形
小
船
、
ア

イ
ヌ
の
漁
船
，
さ
て
拭
ア
ム
ー
ル
の
箱
船
の
形
式
婚
造
を
論
じ
、
満
洲
の
船

形
縮
に
及
び
結
論
・
ト
於
て
古
代
の
能
…
野
諸
手
船
の
構
造
を
推
疋
・
し
て
，
こ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
ヘ
　
へ
も
　
へ

が
出
雲
派
民
族
に
使
用
さ
れ
し
も
の
、
其
の
趨
源
は
7
．
ム
ル
の
箱
船
．
」
嬰
し

朝
鮮
の
一
二
角
形
小
船
ε
…
臨
画
あ
謡
り
、
　
之
よ
」
り
＋
ロ
残
日
盤
面
係
を
窺
ふ
べ
・
し
ご

ぜ
り
。
巻
末
の
圖
版
及
挿
圃
に
こ
の
本
隊
ざ
相
劉
し
て
讃
者
に
興
昧
を
與
ふ

る
多
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

此
の
熊
野
諸
手
船
の
起
源
に
關
す
る
研
究
．
豫
に
第
二
章
の
語
源
の
解
繹

の
如
き
は
學
者
の
同
意
を
得
べ
き
や
否
や
未
だ
知
ろ
可
か
ら
す
、
猴
研
究
の

絵
皿
あ
る
が
鱒
き
も
、
諸
乎
船
か
古
或
の
軽
愚
を
立
見
曇
る
は
宍
道
湖
申
海

に
今
醜
行
は
る
・
一
種
の
蜀
木
舟
ミ
共
に
此
の
記
蓮
に
於
て
明
に
認
む
べ
く

土
俗
湘
考
右
墨
・
上
に
注
慮
す
べ
吾
断
口
交
“
」
輪
ふ
べ
・
し
。
（
慣
一
、
○
∩
）
）
〔
梅
原
〕

　
　
　
　
　
㊥
錐
　
　
誌

　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
へ
　
　
も
　
や
　
も
　
へ
　
も
　
へ

　
　
　
　
㈱
「
座
」
の
越
海
亡
其
語
原
　
　
　
丈
學
博
士
　
三
浦
　
周
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
難
民
三
三
雑
諒
第
廿
三
巻
第
一
號
所
載
）

「
座
一
に
就
て
の
研
究
に
に
、
輝
き
に
綿
田
薄
士
，
柴
謙
太
鄭
軍
士
め
り
、
二

者
、
　
叉
三
浦
樽
十
虚
μ
経
濟
払
醐
叢
（
柚
弟
一
二
巻
弟
三
㊥
六
体
、
第
四
青
茅
山
ハ
曲
目
）
に
於

て
「
『
座
』
の
凝
望
」
を
叉
中
由
太
鄭
氏
「
座
源
流
考
」
（
歴
史
地
理
第
廿
九
巻

第
三
・
四
號
）
を
翼
表
ぜ
ら
れ
お
り
・
し
が
、
更
に
叉
博
士
は
「
座
」
の
起
源
及
燕

語
原
に
就
て
其
研
究
を
示
さ
れ
た
り
、
最
初
に
、
「
座
の
意
義
に
堕
す
る
諸
読
」

第
、
ご
餐
　
　
紹
　
介
　
　
雑

軸冨心

書
し
て
編
国
語
士
、
柴
學
士
、
中
山
氏
の
翫
を
描
げ
、
次
に
肖
諸
訊
に
鉗
す
る

批
評
」
馨
し
て
輻
田
搏
士
の
塵
や
座
が
ク
ラ
叉
は
イ
チ
ク
ラ
の
溝
課
砿
ら
ん

ご
い
ふ
第
二
の
假
定
読
を
排
し
、
座
の
割
度
の
．
起
源
を
李
安
朝
に
置
か
ん
ミ

す
る
説
に
響
し
て
、
關
市
営
を
引
吾
そ
鷲
鼻
頁
朝
に
も
存
ぜ
り
ε
鷺
こ
，
柴

學
士
の
座
の
語
原
に
關
す
み
記
蓮
は
欝
明
噺
を
恥
く
ご
・
し
て
、
氏
が
商
工
業

の
座
の
起
源
を
羅
ら
朝
毎
醜
係
の
も
の
に
限
ら
ん
ご
で
る
の
罎
り
、
座
の
語

原
を
座
席
の
意
味
の
外
に
紅
寺
關
係
の
語
原
を
有
ず
ビ
思
惟
さ
れ
し
に
非
る

か
，
又
氏
は
商
工
業
者
ご
械
門
勢
力
こ
の
關
係
を
室
町
時
代
に
至
弓
て
始
め

て
生
ぜ
啄
ミ
｝
一
而
へ
る
は
材
料
に
捉
は
れ
・
し
嬢
な
吾
・
に
・
し
も
貸
す
ご
て
，
｛
問
工

業
者
ご
就
職
ミ
の
關
係
鎌
倉
時
代
に
遡
る
ご
同
痔
に
、
他
の
本
所
こ
の
同
一

關
係
も
亦
推
知
て
べ
・
し
ぐ
」
し
、
巾
肉
氏
の
説
に
批
判
の
範
團
外
な
り
こ
て
言

及
也
す
。
「
座
の
起
源
に
關
す
る
管
見
」
．
」
達
て
、
座
の
由
來
は
掻
め
て
古
く

品
部
の
問
に
も
其
筋
芽
あ
れ
こ
も
、
李
安
時
代
の
瀧
會
事
情
は
座
の
如
き
も

の
、
存
在
・
し
得
べ
吾
血
肌
能
脚
に
．
あ
り
、
貞
纈
…
六
晶
牛
九
月
四
B
太
政
賞
”
符
に
畢
、
　
山
巾

人
講
司
諸
家
に
仕
ふ
る
事
を
聴
取
ぜ
る
は
此
種
の
從
騰
關
撫
の
裏
面
に
利
釜
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
ヘ
　
ヘ
　
や
じ
　
へ
　
も
　
へ

交
換
あ
る
べ
き
を
示
ぜ
る
な
り
、
争
鳴
官
務
二
女
書
に
攻
む
る
永
承
三
年
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
ヘ
　
へ

月
七
日
の
寅
旨
に
京
都
の
織
工
に
・
し
て
織
部
靱
の
管
轄
を
受
け
公
役
を
敗
め

つ
・
あ
る
者
が
、
他
の
私
機
を
禁
じ
織
物
業
の
濁
占
を
得
漂
う
な
り
、
又
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
ヘ
　
コ
　
へ

町
時
代
の
畏
間
現
象
六
る
土
倉
酒
屋
等
の
事
蜜
が
準
安
朝
末
期
に
荏
ぜ
・
し
事

笹
を
象
げ
て
座
の
事
實
が
少
曳
ミ
も
卒
安
虫
垂
に
准
在
砿
る
を
認
め
，
「
座
の
．

第
四
號

一
山
ハ
レ
ー
　
　
へ
七
一
⊥
乃
）



第
二
巻
　
藁
報
　
寅
都
帝
醸
大
學
繕
桑
索
書
疫
興
式
及
史
選
科
離
業
生
譲
吏
會
　
第
四
號

語
原
ド
爾
で
る
管
見
し
に
於
て
、
座
り
愚
源
ば
事
変
に
ぜ
よ
、
座
な
ろ
名
稽

は
野
薄
古
し
ε
も
悪
は
れ
す
、
商
工
業
の
座
の
名
禰
の
如
き
も
今
日
ま
で
に

鎌
倉
時
代
の
末
期
に
現
は
れ
馨
る
を
初
見
こ
す
れ
こ
も
、
し
か
も
其
事
實
は

此
頃
に
始
り
し
に
非
す
、
庫
は
民
間
の
総
評
な
れ
ば
如
何
な
る
霧
合
に
座
の

語
を
用
ひ
し
ゃ
存
知
ろ
事
は
嘗
颪
の
開
瞭
な
り
、
さ
れ
ば
差
回
の
摩
席
の
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ
　
リ
　
へ

味
以
外
に
用
ひ
ら
れ
し
例
を
墾
げ
ん
に
建
武
総
間
諜
に
載
ゼ
れ
る
二
條
洌
原

⑳
黙
コ
座
・
三
・
証
跡
叢
」
の
座
も
、
罧
雪
舞
の
剛
臆
の
座

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

も
法
然
の
信
ノ
座
，
行
ノ
座
へ
悉
く
「
組
」
ご
言
ふ
意
味
に
外
な
ら
す
、
春
臼

り
　
も
　
も
　
も

淋
紅
丈
書
正
臓
五
年
＋
一
只
の
興
野
寺
木
工
兼
就
工
の
解
状
に
見
ゆ
う
座
の

、
些
事
も
興
編
毒
大
乗
院
組
の
大
工
東
大
寺
紺
の
大
工
ご
言
ふ
に
異
な
ら
す
し

て
要
す
る
に
二
以
上
同
一
の
事
業
に
從
ふ
者
の
組
合
寸
」
言
ふ
意
な
り
、
さ
れ

ば
組
の
意
味
に
於
け
る
座
は
必
ず
し
も
赴
寺
に
關
係
あ
る
も
の
に
限
れ
る
に

非
す
假
令
ひ
瀧
寺
に
閥
係
あ
嚇
ミ
す
う
も
敢
て
神
聖
な
る
座
席
を
意
味
で
る

も
の
に
罪
す
亡
曽
獅
へ
り
O
〔
中
村
〕

桑
　
　
　
　
報

　
　
、
㊥
京
都
帝
國
大
駈
卒
業
談
書
駒
與
式
及

　
　
　
　
兜
町
科
卒
業
生

京
都
帝
國
大
指
に
於
て
は
去
七
月
十
ご
日
卒
業
謹
書
授
興
式
を
暴
行
し
各
科

一
山
乱
入
　
　
（
七
二
〇
）

準
遜
境
四
百
七
＋
名
に
卒
業
四
書
を
授
費
し
六
り
・
し
が
、
常
日
ぼ
御
名
代
久

翫
営
邦
彦
王
殿
下
選
書
あ
ら
也
ら
れ
、
髭
根
野
侍
従
よ
り
優
等
卒
業
生
に
恩

賜
品
ウ
授
興
ゼ
れ
ら
ぬ
り
。
蓼
科
大
土
更
結
盟
卒
業
生
に
は
國
更
學
轟
攻
に

紳
浦
萬
十
鄭
氏
、
松
野
蝿
慧
智
、
阪
洋
史
墨
・
導
攻
に
営
崎
市
鄭
馬
、
地
理
攣

専
攻
に
下
田
胡
弓
氏
あ
り
、
其
他
遡
科
卒
業
生
に
は
西
洋
史
學
轟
攻
・
ト
大
久

保
一
峰
氏
、
最
近
世
史
蓉
攻
に
竹
林
、
蕪
彦
氏
あ
り
、
爾
史
攣
寮
母
生
（
國
更

即
製
攻
）
古
田
頁
一
氏
は
次
學
年
も
蕪
待
寓
生
に
選
定
也
ら
れ
れ
り

　
　
　
⑲
モ
リ
ソ
ン
文
庫
購
入

　
支
那
致
府
の
政
治
忍
野
モ
噂
ソ
ン
氏
の
藏
書
全
部
激
萬
巻
は
今
回
、
男
総

角
崎
小
町
暴
馬
三
十
五
萬
圓
を
以
て
買
受
く
る
こ
・
こ
な
り
、
石
田
衣
學
工

の
手
に
よ
り
．
筏
書
籍
目
録
り
調
査
を
経
り
、
八
月
三
十
H
其
受
渡
・
し
を
嫁
・
し

馨
り
建
云
ふ
。
モ
サ
ソ
ン
交
野
ほ
多
年
の
霊
獣
に
係
協
政
治
、
経
濟
、
法
律

、
産
業
、
歴
史
地
理
、
動
癒
物
に
至
る
汽
で
支
那
に
開
係
あ
ろ
も
の
を
悉
く

綱
羅
し
あ
り
ミ
云
ふ
。

醗
讃
史
會
ρ

例
曾
　
六
月
廿
五
日
午
後
六
時
よ
岡
學
俊
集
會
霧
に
於
て
あ
業
生
の
豫
鰹
を

兼
a
て
開
く
、
來
會
者
コ
．
浦
、
喜
田
両
博
士
，
西
田
講
廓
、
滴
原
，
魚
澄
、

中
村
三
學
士
、
紳
浦
、
松
野
，
下
川
、
辰
馬
　
牧
、
密
森
、
古
出
、
桑
原
、

鈴
木
、
糎
原
の
諸
君
菰
擁
’
、
二
上
左
の
講
演
あ
り
て
十
時
牛
場
景
す
。

ボ


